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区間推定（薬の有効率）

薬が効く真の有効率を
とすると，
効かない真の無効率は

薬が効くか効かないかの分布（効くと効かないの二つ
の項目の分布）を という．

薬の有効率pは0.7だ．

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治
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区間推定（薬の有効率）

薬が効く真の有効率を p0
とすると，

効かない真の無効率は 1- p0

薬が効くか効かないかの分布（効くと効かないの二つ
の項目の分布）を という．

薬の有効率pは0.7だ．

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治



4

区間推定（薬の有効率）

薬が効く真の有効率をp0
とすると，
効かない真の無効率は 1- p0

薬が効くか効かないかの分布（効くと効かないの二つ

の項目の分布）を2項分布という．

薬の有効率pは0.7だ．

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治
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n匹ずつの実験をたくさん行えば， は

平均：
標準偏差：

ただし，n: マウスの数，
p0:薬の真の有効率

の となる．

区間推定（薬の有効率）
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n匹ずつの実験をたくさん行えば， は

平均：
標準偏差：

ただし，n: マウスの数，
p0:薬の真の有効率

の となる．

区間推定（薬の有効率）
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n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は

平均：
標準偏差：

ただし，n: マウスの数，
p0:薬の真の有効率

の となる．

区間推定（薬の有効率）
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n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は

平均： p = p0
標準偏差：

ただし，n: マウスの数，
p0:薬の真の有効率

の となる．
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区間推定（薬の有効率）
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n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は

平均： p = p0
標準偏差：

ただし，n: マウスの数，
p0:薬の真の有効率

の正規分布となる．

区間推定（薬の有効率）

npp /)1( 00 −=σ

0
0.02
0.04
0.06
0.08
0.1

0.12
0.14
0.16
0.18
0.2

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
p

有効率

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

6匹完治

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

8匹完治

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治



10

n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は 正規分布

区間推定（薬の有効率）

どうやって薬の真の有効率p0を推定するか？
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n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は 正規分布

区間推定（薬の有効率）

実際には一回しか実験できない．

どうやって薬の真の有効率p0を推定するか？
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区間推定（薬の有効率）

実際には一回しか実験できない．

どうやって薬の真の有効率p0を推定するか？

区間推定

n匹ずつの実験をたくさん行えば，2項分布は 正規分布
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小テスト8.1
マウスの数 n = 20として，投与実験を5000組繰り返すとす
る．薬の真の有効率 p0 を0.1, 0.2, ….,0.9と変えたとき，薬
の有効率の頻度が正規分布に近い形であるのはp0がどの範
囲にあるときかを確認せよ．
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小テスト8.2
マウスの数 n = 50として，投与実験を5000組繰り返すとす
る．薬の真の有効率 p0 を0.1, 0.2, ….,0.9と変えたとき，薬
の有効率の頻度が正規分布に近い形であるのはp0がどの範
囲にあるときかを確認せよ．
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